
■始まりはフクロウの鳴き声から
四日市西高等学校周辺には、豊かな湧水に育まれた里

山環境があります。自然研究会では、そこに生息する動
植物の調査研究と保護活動を行ってきました。
平成27年の春、市内の西部丘陵地帯でフィールド活動

中に、１羽のフクロウの鳴き声を聞きました。これがきっ
かけとなって、フクロウ保護プロジェクトを始めました。

■産業と自然が両立するまち
フクロウは自然豊かなところに生息し、三重県では準

絶滅危惧種に指定されている貴重な鳥です。そんなフク
ロウが身近にいるということが衝撃的でした。四日市は
産業が盛んなイメージのまちですが、そこにはまだまだ
自然が残されています。

■保護・研究・教育の三つの柱
フクロウが安全に安心して子育てできるよう、巣箱を

製作して森林に設置しています。丈
夫な巣箱を作ることが大切で、重さ
は10キログラムを超えます。そし
て、設置する際は、天敵のアライグ
マや密猟などへの対策も必要です。
安易に巣箱を掛けて逆に繁殖を阻害
することになってはいけません。行

政・森林組合・企業・自治会などと連携し、昨年の11月
までに市内と近隣市町で39箱の巣箱を設置しました。
また、繁殖後に巣箱に残されたペリット（消化されず

に口から吐き出されたもの）の内容物を分析し、この地
域のフクロウがどのような動物を餌にしているかを調査
しています。中から出てくる骨
の特徴を観察して識別し、餌と
なった動物を特定します。昨年
度は、この作業に８カ月を費や
しました。
さらに、地域で体験型の講演会や巣箱作りなどを実施

し、研究活動を通して分かったフクロウの生態や魅力を
発信しています。自分たちでクイズを考えたり、写真や
動画、イラストなどを使ったりして、どの年代の人にも
楽しんでもらえるように工夫しています。

■フクロウがすむ環境を次世代に引き継ぐ
フクロウは森林の生態系の頂点に立つ生物です。フク

ロウを守る取り組みは、その餌となる動物など多くの生
物がすむ環境を守る取り組みであ
り、生物多様性を守ることにつなが
ります。フクロウの魅力を通じて、
より多くの人に環境保全・育成の大
切さを感じてほしいと思います。
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「第52回全国野生生物保護実績発表大会」でフクロウ保護
プロジェクトを発表し、文部科学大臣賞を受賞。本市が実施
する「平成29年度四日市市環境活動賞」も受賞しました。

四日市西高等学校 自然研究会

→

VVol.66Vol.600

老若男女、各分野で活躍するさま
ざまな「四日市人」を取材して、そ
の人の言葉で四日市の魅力など
をお伝えするコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」
でも紹介します。
日時：２月11日〜３月10日
月水金日 ９：30・20：30
火木土 12：30・20：30
■ＣＴＹ−ＦＭで毎月第２・第４日
曜日放送の「よっかいちわいわい
人探訪！」でも紹介します。
日時：２月11日・25日

８：54・14：54


